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１対１のサポートでは、プランニングから振り返りまで行っています。子どもと過ごす中で子どもが求めているものは何か考え、実現するためにどのような事ができるのか、プランを立ててサポートを行っていると子どものさりげない態度や表情の変化にも気が付くことができるようになりました。また、チラシ作りなどを行う際にもいろんな人にインタビューを行い、SWに必要な情報収集の力も身につけました。実際にワーカーさんや保護者の話を聞くこともできるので、とても貴重な経験ができると思います。インターンに参加して自分自身の成長にも繋がりました。








　私は、インターンを通して視野がとても広がりました。　最初の頃は、プランニングをしていても目の前のことにしか考えが及ばず、「自分たちが子どもにどう関わっていくか」といった狭い視野でしか考えられていませんでした。


　しかし、何も自分たちだけでやろうとすることが支援ではないということを知りました。ソーシャルワークでは、今ある社会資源をどう活用するかといったことや、どのように周りを巻き込んでいくかということも大切だと学びました。





子どもの変化





「将来のこと、福祉のこと、国試のこと・・・インターンを通じて、不安や悩み、将来の希望・展望を話せる仲間」そういう仲間ができたことがインターンの魅力だと思います。インターン生だけでなく他の活動の学生サポーターとも関わることができるので、インターンで行っている事業の役割を再確認することもできます。インターンを終えても学生サポーターとして他の取り組みに参加することができ、インターンまでとは違った角度から学ぶことができます。問題意識を持つ仲間との交流では、自分にはない発想や視点を知ることができるので、考え方の幅が広がると思います。インターンシップ・・・・お勧めです！








私は子どもたちに「大人になるとはどういうことか」について考えさせられたことがあります。Aくんは利用して間もなく、「大人になってもいいことないやろ」と言いました。どうにか子どもたちに夢を持ってほしいと思い、全員で丁寧なかかわりを続けてきました。Aくんはあまり自分を出さない子でしたが、だんだん自分を出せるようになりました。除々に私のことをあだ名で呼んでくれるようになりました。Aくんが卒業する直前、僕に「高校行って、専門学校行って、好きなことに携われる仕事がしたい」と言ってくれました。インターンでは、このように大学生ならではの関わりができます。また、大学生じゃないとできないこともあります。僕にとって、このインターン経験が児童分野で働くきっかけと自信になりました。








発信中





つながり











　ソーシャルワークインターンの中で、発信活動をしてみて、まず自分が活動のことをよく知らないといけないということを感じました。私は他のみんなよりスタートが遅かったのですが、過去のブログを読んだり、ミーティングを何度もしているうちに、「活動のこういう所をもっと伝えたい」と思うようになりました。また、ミーティングで他のみんなの考えも聞くことができ、発信活動を通してそれぞれの思いの共有もできたと思います。必要としている人の所にこの活動の情報が届いてほしいです。
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